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10. 実装における分類 

本属性セットで規定する作成支援機能、及び実装における分類について表 62に示す。 
 
・ビ ュ ー ア：本属性セットに対応したビューア 
・完成平面図作成支援 CAD：本属性セットに対応したCAD。 
・チ ェ ッ ク プ ロ グ ラ ム：道路工事完成図等作成支援サイト（http://www.nilim-cdrw.jp/）にて公開している

完成平面図のチェックを行うプログラム 
 

表 62 実装における分類 
実装における分類 

 機能番号＊1 
ビューア 

完成平面図 
作成支援CAD

チェック 
プログラム 

1 ● ● ● 
2  ● ● 
3  ●  
4 ● ●  
5 ● ●  
6  ●  

基本 

37  ●  
点データ 7  ●  

8  ●  
9  ●  
10  ●  
11  ●  

線データ 

12  ○  
13  ●  
14  ○  
15  ○  
16  ○  

面データ 

17  ○  
背景画像 18  ●  

作
図 

レイヤ分類 19  ●  
20  ●  
21  ●  
22  ●  
23  ●  

属性入力 

24  ●  
25  ●  
26  ○  編集・修正 
27  ○  
28  ○ ● 
29  ○ ● 
30  ○ ● 
31  ●  
32  ○ ● 

図形 

33  ○ ● 
属性入力値 34  ○ ● 
距離標位置 35  ○ ● 

チ
ェ
ッ
ク 

測点位置 36  ○ ● 

● ：必須機能 

○ ：オプション機能 

＊1：機能番号は、表 24に示す作成支援機能の番号と対応する。 
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9. 作成支援機能 

完成平面図作成支援CADに必要となる作成支援機能について規定する。 

9.1. 作成支援機能一覧 
作成支援機能の一覧を表 24に示す。完成平面図作成支援CADは、下記の必須機能（●、◎印）
を実装するものとする。 

表 24 作成支援機能一覧 

 作 成 支 援 機 能 
要求 

レベル 
備  考 

1 完成平面図データ（P21，SAF）の入出力 ●  

2 図形及び属性データとの対応チェック ●  

3 測地座標系の設定（測地座標系の作図） ●  

4 用紙設定（部分図の用紙への配置） ●  

5 図形データの着色表示 ◎  

6 図形名称および図形識別番号の表示・確認 ◎  

基本 

37 クロソイドの折線変換出力 ● SXF Ver.3.1対応のみ必須

点データ 7 点データ（点マーカ）の作成 ●  

8 線データ（線分・折線・円弧）の作成 ●  

9 曲線の折線変換 ◎  

10 スナップ（端点・中間点への位置合せ） ●  

11 折線結合（複数の線分・折線の結合） ◎  

線データ 

12 折線・円弧編集（頂点追加削除・頂点移動・任意位置の切断） ○  

13 面データ（既定義ハッチング（Area_contorol））の作成 ●  

14 境界図形選択による面データ作成 ○  

15 領域内指定による面データ作成 ○  

16 交点の自動生成 ○  
面データ 

17 
領域を形成する折線、線分、円弧のエラー時の警告・制限（既定義

ハッチング作成時） 
○  

背景画像 18 複数枚のラスタデータの貼付け・保持 ●  

作
図 

レイヤ分類 19 作成データのレイヤ自動振り分け ◎  

20 属性ファイル用属性付加機構（ATRF）の適用 ●  

21 Attr属性の作成 ●  

22 図面表題欄フィーチャの作成 ●  

23 属性入力項目の表示画面切り替え（図形ごと） ●  

属性入力 

24 属性入力支援（リスト選択・属性一括入力・入力図形の強調表示） ◎  

25 図形削除時のAttr属性自動削除 ●  

26 図形編集時のAttr属性（「GIS_ID」）自動削除 ○  編集・修正 

27 既定義ハッチング作成に用いた図形と連動するハッチングの更新 ○  

28 点データのチェック ○  

29 線データのチェック ○  

30 面データのチェック ○  

31 複合曲線の一致判定 ◎  

32 重なり離れ判定 ○  

図  形 

33 レイヤ分類のチェック ○  

属性入力値 34 属性入力内容のチェック ○  

距離標位置 35 距離標座標値の整合性チェック ○  

チ
ェ
ッ
ク 

測点位置 36 測点位置の整合性チェック ○  

●：必須機能 （本属性セットで求める必須機能のうち、SXF Ver.3.xに対応するCADが基本的に有していると考えられる機能） 

◎：必須機能 （本属性セットで求める必須機能のうち、本属性セットで特に実装を求める機能） 

○：オプション機能 （データ作成者の作業性向上、負担軽減のため、実装効果が高いと考えられる機能） 
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表 27 作成支援機能の詳細（3） 

機能要件 測地座標系の設定（測地座標系の作図） 

機能概要 測地座標系に対応した設定および作図ができること。 

説明図 

 

 

図面名称 図形名称 フィーチャ 属性名称 
ターゲット先の 

図形名称 

完成平面図 － ・複合図形定義（部分図） － － 

機能詳細 

・ 測地座標系の設定を行い、平面直角座標系（世界測地系）のX座標、Y座標を用いて作図できるようにする。 

・ 完成平面図の作成では、次のように取り扱う。 

座標情報を正しく取り扱うために、完成平面図の作成に用いるすべての点、線、面データを、一つの部分図

に作図できるようにする。 

平面直角座標系で出現可能性のある全ての座標値で作図できるようにする。 

※：南北方向の座標値は±200,000,000mmより大きな値が必要となる場合があることに留意。 

例）新潟県最北部付近の基準点座標値の例 平面直角座標系8系 

X= 281886.730m  Y= 91303.506m 

 

作成要領（第2版） 関連ページ：P24，P25 

 

表 28 作成支援機能の詳細（4） 

機能要件 用紙設定（部分図の用紙への配置） 

機能概要 用紙フィーチャに部分図を配置し、SXFブラウザなどによる確認・印刷ができること。 

説明図 

 

 

図面名称 図形名称 フィーチャ 属性名称 
ターゲット先の 

図形名称 

完成平面図 － 
・用紙 

・複合図形配置（部分図）
－ － 

機能詳細 

・ 平面直角座標系で作図した図形が配置された部分図を、用紙フィーチャのサイズに収まるように配置し、SXFブ

ラウザを用いて確認印刷できるようにする。 

・ 完成平面図の作成では、次のように取り扱う。 

＜用紙フィーチャ＞ 

天地方向は A1 を標準として長尺用紙の設定ができるものとする（CAD 製図基準（案）に示す長尺用紙に対

応できること）。 

＜複合図形配置（部分図）フィーチャ＞ 

用紙のサイズに収まるように部分図を配置する（SXFブラウザで確認できること）。 

部分図の尺度は、1/500または1/1000を基本とする（X方向、Y方向ともに同縮尺とする）。 

・ 図面のフッターに印刷で使用したソフトウェア名およびファイル名を印字する。 

作成要領（第2版） 関連ページ：P24，P41 

G_TAKEUCHI_MIKIO
線


	道路要領新旧
	道路属性セット抜粋
	1. まえがき
	2. 序　　文
	3. 適用範囲
	4. 引用文書
	5. 定　　義
	6. 機能要件
	7. データ仕様
	7.1. 図形データ仕様
	7.1.1. 利用するSXFフィーチャ
	7.1.2. レイヤ分類

	7.2. 属性データ仕様
	7.2.1. 属性項目一覧
	7.2.2. 属性付加機構の適用方法
	7.2.3. SXF属性XMLのタグの適用方法
	7.2.4. AttributeSetの適用方法


	8. 属性セット詳細
	8.1. 適用属性一覧
	8.2. 属性セット詳細

	9. 作成支援機能
	9.1. 作成支援機能一覧
	9.2. 作成支援機能の詳細
	9.2.1. 「基本」機能
	9.2.2. 「作図」機能
	9.2.3. 「属性入力」機能
	9.2.4. 「編集・修正」機能
	9.2.5. 「チェック」機能


	10. 実装における分類
	■附属書1（規定）：完成平面図チェックプログラムのエラー判定値の考え方
	■附属書2（参考）：属性XMLの例
	■附属書3（規定）：旧版の属性セット対応データの取り扱い
	道路基盤地図情報交換属性セット（案）
	1. まえがき
	2. 序　　文
	3. 適用範囲
	4. 引用文書
	5. 定　　義
	6. 機能要件
	7. データ仕様
	7.1. 図形データ仕様
	7.1.1. 利用するSXFフィーチャ
	7.1.2. レイヤ分類

	7.2. 属性データ仕様
	7.2.1. 属性項目一覧
	7.2.2. 属性付加機構の適用方法
	7.2.3. SXF属性XMLのタグの適用方法
	7.2.4. AttributeSetの適用方法


	8. 属性セット詳細
	8.1. 適用属性一覧
	8.2. 属性セット詳細

	9. 作成支援機能
	9.1. 作成支援機能一覧
	9.2. 作成支援機能の詳細
	9.2.1. 「基本」機能
	9.2.2. 「作図」機能
	9.2.3. 「属性入力」機能
	9.2.4. 「編集・修正」機能
	9.2.5. 「チェック」機能


	10. 実装における分類
	■附属書1（規定）：完成平面図チェックプログラムのエラー判定値の考え方
	■附属書2（参考）：属性XMLの例
	■附属書3（規定）：旧版の属性セット対応データの取り扱い

	
	道路要領新旧
	道路属性セット抜粋
	1. まえがき
	2. 序　　文
	3. 適用範囲
	4. 引用文書
	5. 定　　義
	6. 機能要件
	7. データ仕様
	7.1. 図形データ仕様
	7.1.1. 利用するSXFフィーチャ
	7.1.2. レイヤ分類

	7.2. 属性データ仕様
	7.2.1. 属性項目一覧
	7.2.2. 属性付加機構の適用方法
	7.2.3. SXF属性XMLのタグの適用方法
	7.2.4. AttributeSetの適用方法


	8. 属性セット詳細
	8.1. 適用属性一覧
	8.2. 属性セット詳細

	9. 作成支援機能
	9.1. 作成支援機能一覧
	9.2. 作成支援機能の詳細
	9.2.1. 「基本」機能
	9.2.2. 「作図」機能
	9.2.3. 「属性入力」機能
	9.2.4. 「編集・修正」機能
	9.2.5. 「チェック」機能


	10. 実装における分類
	■附属書1（規定）：完成平面図チェックプログラムのエラー判定値の考え方
	■附属書2（参考）：属性XMLの例
	■附属書3（規定）：旧版の属性セット対応データの取り扱い
	道路基盤地図情報交換属性セット（案）
	1. まえがき
	2. 序　　文
	3. 適用範囲
	4. 引用文書
	5. 定　　義
	6. 機能要件
	7. データ仕様
	7.1. 図形データ仕様
	7.1.1. 利用するSXFフィーチャ
	7.1.2. レイヤ分類

	7.2. 属性データ仕様
	7.2.1. 属性項目一覧
	7.2.2. 属性付加機構の適用方法
	7.2.3. SXF属性XMLのタグの適用方法
	7.2.4. AttributeSetの適用方法


	8. 属性セット詳細
	8.1. 適用属性一覧
	8.2. 属性セット詳細

	9. 作成支援機能
	9.1. 作成支援機能一覧
	9.2. 作成支援機能の詳細
	9.2.1. 「基本」機能
	9.2.2. 「作図」機能
	9.2.3. 「属性入力」機能
	9.2.4. 「編集・修正」機能
	9.2.5. 「チェック」機能


	10. 実装における分類
	■附属書1（規定）：完成平面図チェックプログラムのエラー判定値の考え方
	■附属書2（参考）：属性XMLの例
	■附属書3（規定）：旧版の属性セット対応データの取り扱い


	道路検定改訂


	道路検定改訂



